
2004 年度 委員会活動成果報告 
（2004 年 3 月 31 日作成） 

委員会名 鉄骨製作小委員会 主 査 名：岡田 久志 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

材料施工委員会（鉄骨工事運営委員会） 委員長名：嵩 英雄 

設 置 期 間   2000 年 4 月   ～  2004 年 3 月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 

鉄骨加工・製作・製品検査に関する研究成果、開発研究の調査を行うとともに、

それらを反映させたＪＡＳＳ６、鉄骨製作技術指針の次期改定の準備 

委員構成 
（委員名（所属）） 

岡田久志（愛工大）、吹田啓一郎（京大）、五十嵐規矩夫（東工大）、石井匠（JFE 技研）、

犬伏昭（清水建設）、小坂裕（川崎重工）、嶋徹（戸田建設）、多賀謙蔵（日建設計） 
寺門三郎（神鋼ボルト）、西尾啓一（構造計画）、藤田敏明（川田工業）、増田浩志（宇都

宮大、）宮田智夫（横河ブリッジ）、村上卓洋（高田工業）、山田丈富（千葉工大） 15 名

設置 WG 
（WG 名：目的） なし 

2004 年度予算       150,000 円 

 
項  目 自己評価 

委員会活動状況 
（開催日・参加人数） 

2004年 ５／21（12 名） 7／2（12 名） 8／24（9 名） 10／4（7 名） 
11／22（7 名） 

2005 年 ２／4（８名） 3／15（ ５名） 

（成果の具体的内容、成果の学術的・技術的・社会的価値、ホームページ等での公開の有無） 
これまでの調査研究によって把握した過去 10 年間における鉄骨加工における

加工技術の進歩、加工方法の変化など社会的状況の変化を踏まえたＪＡＳＳ６お

よび技術指針の改訂内容の原案がほぼまとまった。 
今後査読を経て来年度末の改訂版出版の社会的意味は大きい。 

得られた成果 

委員会 HP アドレス：  

（当初の活動計画と得られた成果との関係） 

目標の達成度 

開催予定回数を上回る委員会を開催し、調査研究を踏まえての本小委員会の担当

部分の改訂原案が出揃い、本年度の目標をほぼ達成できたと考えている。 

その他評価すべき 
事項 

 

 


